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本研究では海洋生物がフェノール性水酸基を活用して水中接着していることにヒントを得て、多くのフェノール性水酸基を導入した高分

子とその位置異性体を網羅的に合成した。それら高分子の前駆体モノマーの分子量はmicrOTOFによって確認した。得られた高分子の

うちの一つは水中で10MPaを超える非常に高い接着強度を示した。フェノール性水酸基の位置と数が水中接着強度に及ぼす影響を明

らかにし、高強度水中接着剤実現のための分子設計指針を提案した。

本接着剤は湿潤環境下においても高い接着強度を発揮できるため、粘膜付着性高分子基材や手術用接着剤などへの応用が期待され

る。
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